
国際ロータリー第2590地区
川崎百合丘ロータリークラブ

■ 会長：中村 和広　 ■ 幹事：安藤美恵子　 ■ 会報：古澤 利夫平成29年9月19日（火）

第 1876 回例会

第1876回例会記録　平成29年9月19日(火)  11/49回

＜点鐘＞ 　　　　　　　　　　　　　　  中村会長
＜ソング＞　我等の生業
＜お客様紹介＞
米山奨学生　傅嘉巍君
＜地区インターアクト委員会報告＞� 親松委員
　9月11日、12日に海外研修の下見として台湾に行っ
てきました。初日は国立の戯曲高校という中国舞楽の
学校で小学校5年生から大学生まで全寮制の学校など
を見学しました。昼食は学食で生徒たちと一緒に頂
きました。2日目に友好クラブである台湾永和ロータ
リークラブの例会に参加しました。来年5月には台湾
永和ロータリークラブの皆さんが来日する予定です。
＜会長報告＞� 中村会長
1.	�地区主催チャリティーマラソン大会開催決定のお 

知らせと各クラブマラソン担当窓口選任お願いの件
　安藤亨社会奉仕委員長に依頼しました。
2.	�ロータリー財団月間にあたり各クラブにおける卓話実

施のお願い  当クラブでは11/21に実施の予定です。
3.	�国際奉仕委員長会議開催の件（ラオスプロジェク

ト発表）
　10/12（木） 15：00〜17：00 メモワールプラザソシア21
　中島眞一国際奉仕委員長、阿久澤委員に依頼しま
　した。
4.	�2017-18年度インターアクト海外研修旅行の案内
　12/24（日）〜27（水）訪問予定地：台湾
5.�“社会を明るくする運動”麻生区推進委員会におけ

る「あさお区民まつり」での啓発活動の実施につ
いて  10/8（日） 9：15集合

6. �赤い羽根共同募金への協力のお願い
7.桐光学園輝緑祭の金券がほしい方はお申し出下さい。
＜幹事報告＞� 安藤美恵子幹事
＊当クラブ例会案内
  26（火）通常例会 点鐘12：30
          清掃活動 集合16：00 麻生警察署交差点
          反省会 清掃終了後17：30〜 シノワーズ
＊近隣クラブ例会変更・案内
  川崎宮前RC、川崎中央RC、横浜東RAC
＜ニコニコ委員会＞　　　　　　　　　　勝田委員
　中村会長→「石野会員、井上勇会員、本日は委員
会報告をよろしくお願いいたします。『ミスモ箱根秋
号』が発行になりました。皆様是非箱根へお出かけ
ください」。安藤美恵子幹事→「石野会員、井上会員、
委員会報告よろしくお願い致します」。以下、感謝を
こめてニコニコへ。安藤亨会員、安藤志子会員、福
家会員、畠山会員、平岡会員、井上久会員、井上勇
会員、石野会員、鴨志田会員、小林会員、小島会員、
小塚会員、中島健児会員、中島眞一会員、野島会員、
親松会員、尾崎会員、白井会員、鈴木文夫会員、鈴
木清会員、玉井会員、山崎会員、渡邊会員、結城会
員、勝田会員。

＜出席委員会＞� 玉井委員

※諸事情により、スケジュールは変更になる場合があります。

第1878回	 10月 3 日	 委員会報告　社会奉仕委員長

第1879回	 10月10日	 招聘卓話　米山奨学会関係者

第1880回	 10月17日	 クラブフォーラム　クラブフォーラム	

川崎百合丘ロータリークラブ ホームページ　http://www.kawasaki-yurigaoka-rc.jp/

例 会 日	 毎週火曜日  12：30〜13：30　　
例会会場	 ホテルモリノ7F　TEL 044-966-1300

会員 出席 欠席 メーク

第1876回	 45	 29	 16	 	 64.44%
第1875回	 45	 32	 13	 6	 84.44%

出席率



＜ニコニコ・財団・米山委員会＞

　
＜委員会報告＞
ロータリー財団委員会� 石野委員長
　ロータリー財団がで
きたのは1917年で今年
で創設100周年です。ア
メリカジョージア州ア
トランタで開催された
国際大会において全世
界的な規模で慈善、教
育、その他社会奉仕の分野でよりよきことをするた
めに基金が作られたのが始まりです。ロータリー財
団は会員の寄付のみを財源としており、今一度財団
への理解を深めて頂きこれからの寄付にご協力頂け
ればと思います。ロータリー財団の財源は大きく分
けて一般財源としてのグローバル補助金と地区補助
金に分かれております。それから特別財源、使途指
定寄付としてのポリオプラス、ロータリー平和フェ
ローシッププログラムがございます。グローバル補
助金はロータリーの重点分野に拠出されます。重点
分野は6つありまして、①平和と紛争予防、紛争解
決、②疫病予防と治療、③水と衛生設備、④母子の
健康、⑤基本的教育と識字率向上、⑥経済と地域社
会の発展です。これに対して地区補助金は6つの重
点分野以外に対して柔軟に拠出されるものという形
になっております。グローバル補助金は大規模なも
ので、地域社会で特定されたニーズに応えるもの、
地域社会の人々が積極的に参加するもの、地元の人
の知識スキルを向上させるもの、援助実施国または
ロータリークラブが活動終了したあとも地域社会に
長期的な恩恵をもたらすもの、測定可能な成果を残
すもの、ロータリアンが積極的に参加するものとい
ったような条件があります。これに対し地区補助金
については柔軟な制度設計ができます。地区の裁量
で決定運用し全責任を地区とクラブで持ち実行しま
す。人道的、教育的、社会奉仕、国際奉仕活動のプ
ロジェクトであることが条件です。ポリオプラスは
ご存知のようにポリオ撲滅に向けて取り組んでいる
課題です。野生型ウイルスの感染が懸念される国と

しましてナイジェリア、パキスタン、アフガニスタ
ンがあります。かなり減っておりますが撲滅には至
っていないのが現状です。パキスタンではポリオワ
クチン投与を行っていた医療従事者、フィールドワ
ーカーが2015年9月末までの20か月間に80名も殺害
されたという報告もございます。ロータリーフェロ
ーシップについてはポリオが撲滅したあとに使途指
定寄付として主軸に入ってくるものとなっておりま
す。修士号取得プログラム、専門能力開発終了証プ
ログラムなどの奨学金制度となっております。

米山奨学委員会� 井上勇委員長
　9月5日にメモワール
プラザソシア21にてク
ラブ米山記念奨学委員
長会議が行われました。
第一部で湯川ガバナー
のご挨拶、ロータリー
米山記念奨学会理事よ
り、米山の現状と昨年実績のお話がありました。第
2590地区は寄付金額第1位をずっと保っております。
昨年度も全国34地区の中で第1位でした。第2590地
区の寄付金額は昨年度は平均で31,801円でした。そ
の後米山記念奨学委員長の一楽委員長よりご挨拶が
ございました。
以下、『財団設立50周年記念　ともに語らおう米山
奨学』というDVDを鑑賞しました。
①	湯川孝則ガバナーと一楽祥子米山奨学委員長対談
　・米山奨学事業の現状と今後について
②韓国ソウルで行われた2015-16ロータリー国際　 
　大会前日の米山学友合同懇親会の様子
　・学友同士が団結すれば平和に貢献できる
　・各国の学友会の皆さんのインタビュー
　・各国学友会による演芸披露
　・16の国から320名以上の参加
③韓国ソウルで行われた2015-16ロータリー国際　
　大会の様子
　・韓国の民族芸能でのお出迎え
　・米山奨学会のブース出展の様子
　・レセプションで交流を深める様子
④米山記念奨学会分科会の様子
　・米山記念奨学会の事業説明
　・世界で活躍する元米山奨学生3名の紹介
　・各国学友会長より学友会活動についての報告

＜点鐘＞� 中村会長 

本日のプログラム

今回

ニコニコ
財団
ベネファクター
米山

	 27件	 27,000円	 297件	 337,258円
	 0件	 0円	 8件	 103,000円
	 0件	 0円	 0件	 0円
	 0件	 0円	 12件	 160,000円

累計


